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かみ合わない議論を解消す

るためにーユビキタス言語 

土屋 正人 
Masato Tsuchiya 

 
議論していて、話がかみ合わないことがあります。

様々な状況があるでしょうが、大別すると、 

 抽象度（レイヤ）が異なる場合 

 視点（ドメイン）が異なる場合 

 両者が混在している場合 

に分けられると思います。同じテーマについて議論して

いても、 

 ビジョン 

 目的／理由 

 目標 

 実現手段 

など、さまざまな抽象度が入り乱れることがあります。抽

象度が高すぎると、「曖昧で何を言っているのかわから

ない」状態に、抽象度が低すぎる――すなわち具体的

すぎると、「木を見て森を見ず」状態に、それぞれなりか

ねません。 

◆ レイヤを合わせる 

抽象度をレイヤと見なすことで、同じレイヤで議論す

る必要性が見えてきます。声を高くしても異なる階にい

る人には届きません。お互い同じ階で話す必要がありま

す。システム開発でも同様でしょう。 

 要望のレイヤ 

 要求のレイヤ 

 仕様のレイヤ 

 設計のレイヤ 

 実装のレイヤ 

今、どのレイヤの話をしているのかを参加者が把握し

ていなければ議論はかみ合いません。意識していても

次第に混在していくことがあるので、適切なファシリテー

ションが必要ですが、ファシリテーショングラフィクスツー

ルを使って可視化することが有効です。ファシリテーショ

ングラフィクスとしては、先に挙げたビジョンや目的、目

標、手段などの議論の際には Vol.83 で紹介したリーン

キャンバスが有効です。 

要件定義においては、要求と仕様のレイヤを明確に

する表記法である USDM （ Universal Specification 

Describing Manner）があります。要求とその理由を明ら

かにして、階層構造で仕様を定義して行きます。 

 

図 1 USDMサンプル 

◆ 視点を合わせる 

異なる視点が混在することもあります。 

 顧客の視点 

 ユーザの視点 

 開発者の視点 

などが入り乱れると、やはり議論はかみ合わなくなります。

ここでは言葉が問題になります。業務領域（問題領域）

とシステム領域（ソリューション領域）の言葉が混在する

と理解できずに何度も確認が必要になります。確認する
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場合はまだ良いほうで、誤解したまま進行する危険があ

ります。用語の認識の不一致はプロジェクトを破綻させ

ます。視点を統一すれば良いのですが、統一することで

漏れてしまう要素があっては困ります。 

エリック・エヴァンスは『ドメイン駆動設計』（略称

DDD）の中で、「ユビキタス言語」を提唱しています。ユ

ビキタス言語は、顧客、ユーザ、業務の専門家、開発者

の間で使うための共通言語です。ドメインモデルをユビ

キタス言語の骨格として使い、チームはコミュニケーショ

ンとコードでユビキタス言語を厳格に用いることを約束し

ます。モデリングにおいては、声に出してモデルを読ん

でみることが推奨されています。モデルの要素を結びつ

けながら、シナリオを声に出して描写します。その際、例

えば業務のエキスパートがモデルを理解できないとした

ら、モデルに何らかの問題があることになります。 

◆ ドメインモデル 

ドメインモデルは UML のクラス図で描かれることが多

いと思いますが、UML の記法にこだわりすぎないほうが

良いでしょう。UMLの仕様は 2.Xになって肥大化してい

るので、それにこだわると、モデルのためのモデルにな

りかねません。手段が目的になってしまうわけで、これで

は本末転倒です。 

ドメインモデルで定義する概念を識別するための方

法として、名詞抽出法や動詞に着目する手法がありま

すが、まずは業務（ドメイン）のエキスパートが使う言葉

に耳を傾ける必要があるでしょう。 

エリック・エヴァンスは前掲書の中で、モデルにとって

有益になりうる概念の手がかりを挙げています。 

 何か複雑なものを簡潔に述べている用語がな

いだろうか？ 

 ドメインエキスパートに言葉の選び方を正されて

いないか？ 

 あなたが特定のフレーズを使ったときに、ドメイ

ンエキスパートたちの困惑した表情が消えるこ

とはないか？ 

概念は、ドメインエキスパートの関心事と関連知識を

提供するもので、表面的な側面は捨て去る必要がありま

す。 

例えば運送業務であれば、トラックや船舶、飛行機が

主要な関心事ではありません。何のために必要かを考

えると、把握する対象である「輸送機器の運行（運航）」

という概念が浮かび上がります。保温ポット制御であれ

ば、ポットの構成要素が主要な関心事ではありません。

制御対象は「水（お湯）」です。音楽管理であれば、物

理的なCDやCDタイトル、配信方法が主要な関心事で

はありません。管理対象は「演奏」です。 

 

図 2 ドメインモデルサンプル 

このような形のないものは、モデルを洗練して行くとき

に見つかることが多いと思います。これらを見出す思考

は、オントロジに近いかもしれません。 

◆ 名前を創る 

概念の名づけに迷う場合は、意味がない名前でもい

いので「創ってみる」というのもいいと思います。チーム

で共有することができれば、ユビキタス言語として成立

すると思います。 


